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令和 2 年を迎え早ひと月が経ちました。各クラブの皆様におかれましては、年度末のまとめの時期を迎え、一

年を振り返り、子ども達の成長の様子を感慨深く見守っておいでのことと思います。 

特に6年生はあと2カ月で卒業となります。各クラブで過ごした年月に思いを馳せると、幼い頃が思い出され、

成長の大きさに感慨一塩のことでしょう。小学校年代で培ったことを活かし大きく羽ばたいて欲しいと思います。 

さて今回は6年生のことを中心に市内大会と県大会に触れたいと思います。 

まず市内大会について。1月11日から13日の日程で「第５０回市川市少年サッカー親善大会 シャポー

市川カップ２０１９ ６年生の部」が行われました。皆様ご承知のようにこの大会の決勝は、フクダ電子アリー

ナにて、ジェフユナイティッド市原・千葉のＪ２リーグ開幕戦の前座試合として行われます。 

この形になって今年で７回目となります。それ以前はというと、４、５、６年生の部それぞれでトーナメント戦

によりチャンピオンを決める形式で３０年近く開催しておりました。 

それが思いがけず８年前、ジェフユナイティッド市原・千葉のスタッフの方から、シャポー市川・八幡がスポン

サーとなってくれるので、シャポー市川カップとしてＪリーグ開幕戦の前座試合を１試合、フクダ電子アリーナで

できないかとのお誘いがありました。長く続けているといいことがあるもんだと小躍りしたのを覚えています。 

すぐに親善大会をシャポー市川カップとし、６年生の部の決勝を宛てればなんとかなると思いましたが、ネッ

クになったのは４年と、５年の部の大会でした。役員会で熟慮の末、すべ

ての学年の部にリーグ戦を導入し４年生の部と５年生の部は時期をずら

すこと、また６年生の部のみリーグ戦１位２位によるトーナメント戦を行

い、決勝に進む２チームを決することに落ち着きました。 

７年経った今、勝ち残ってフクアリを目指すことが子ども達の目標

として定着したのを大変うれしく思います。しかし、７年も経つと当た

り前のことのように感じてしまっているのも否めません。様々な方々のご

厚意によって始まり、子ども達のためによりよくという熱意によって継続

されていることを忘れないでほしいと思います。 

今年の決勝は２月２３日。進出チームは南市川ＪＦＣＡと信篤ＦＣ。

最高の舞台での熱戦を期待しています。 

 次に県大会について。現在６年生の県大会「チバテレビ旗争奪千葉

県少年サッカー選手権大会」が行われています。右の歴代優勝チーム一

覧をご覧ください。１０回までは市川のチームの名前が見て取れます。栄

えある第１回は曽谷ＦＣ、続く第３回の鶴指ＦＣは現在の市川中央リトル

キッズの前身、第６回７回連続優勝の中国分ＦＣは中国分リトルウィング

スＦＣ、そして第１８回の宮田ＦＣは市川ＭＦＣフォックスです。 

 日本にＪリーグができた１９９３年（第１６回大会）を契機にＪリーグ

の下部組織のチームやいわゆる街クラブのチームが台頭してきますが、そ

れ以前は部活主体の市川のチームが千葉県を席巻していたのです。 

 本年度のこの大会も、ベスト８が出そろいました。市川ＦＣ（市川トレ

セン）の県登録チームである市川ＦＣレーベは２チーム登録しましたが、

何と２チームとも勝ち残ることができました。５年生の９月から各クラ

ブで育った子ども達をお預かりしてトレーニングを重ね約１年半。ここま

で来られたのは、子どもを育てることに真剣に真摯に取り組んだ各ク

ラブと市川トレセンスタッフの力が結合した証だと思います。 

２月９日は、小学校年代の集大成として、余すところなく、今できる最

高のパフォーマンスを見せて欲しいと思います。そして、少しでも上の順

位を目指して欲しいと思います。皆さん応援よろしくお願いします。 


